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はじめに
第二次世界大戦後復興期から第一次石油危機
勃発までの約３０年間（１９４５―１９７３年頃），フラン
スは高度経済成長を経験した。この「栄光の３０
年 les Trente Glorieuses」１）を労働力供給の点で
支えていたのは外国人労働者である２）。すでに
１９世紀前半以降，人口成長が低下傾向にあった
フランスでは，２０世紀前半から外国人労働力の
組織的導入が見られた。両大戦間期にはイタリ
アやポーランドからの労働者が中心となり，第
二次世界大戦後はスペイン，ポルトガル，さら
には旧フランス植民地のマグレブ諸国（アルジ
ェリア，モロッコ，チュニジア）からの流入が
多くなった。「栄光の３０年」の時期は極度の労
働力不足ゆえに，二国間協定に基づく労働力導
入では対処しきれず，非合法に入国した外国人
が事後的に滞在を合法化される場合が多く見ら
れた。こうしたフランスの移民政策は，第一次
石油危機によって転換を迎えることになった。
フランス政府は１９７４年に外国人労働者の受け入
れを停止したものの，以後は不法入国・滞在者
や労働者家族合流の増加によって移民の定住化
が進行した３）。
本稿の目的は，あるトルコ人労働者のフラン
スでの足跡を辿ることにある。彼の名前はア
リ・アイベルク Ali Ayberkという。彼は，「栄
光の３０年」直後の１９７０年代半ばから１９８０年代末
にかけて，フランス東部のアルザス地方（図１
参照）での労働に従事した。第二次世界大戦後，
トルコ人労働者を最も積極的に受け入れたのは
ドイツであるが，ヨーロッパにおいて，フラン
スはオランダと並んで，ドイツに次ぐトルコ人
労働者の主要な受け入れ国であった４）。本稿で
現代フランスの移民問題を総括的に論じること
はできないが，一個人のミクロ・ヒストリアか
ら外国人労働者の活動実態に接近することで，
当該分野の一端を明らかにしてみたい。なお，
本稿の主要部分は，２０１２年３月にトルコのイス
・
タンブル Istanbulで実施された聞き取り調査に
基づいている５）。
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1．アルザス地方におけるトルコ人：
統計データ
まず，本稿の主題の前提として，アルザス在
住のトルコ人に関する統計データを概観してお
きたい。アルザスにおいて，全人口に占める外
国人の比率は１９６０年代以降に上昇し始めた。フ
ランス全国平均と比較するならば，特に１９６８年
以降の上昇が顕著である。１９６８―１９７５年にフラ
ンス全国平均値が５．３％から６．５％へと推移した
のに対して，アルザスは４．６％から７．０％に上昇
しており，この時期に全国平均との逆転現象が
見られる。アルザスは繊維・機械・化学工業な
どの一大中心地であるとともに失業率が低かっ
たため，外国人労働力を吸収する余地が大きか
った。なお，アルザス内部を見ると，外国人比
率についてはバ＝ラン県よりもオ＝ラン県の方
が常に高いが，上昇率についてはオ＝ラン県よ
りもバ＝ラン県の方が高い。外国人人口の実数
においても，１９８２―１９９０年にバ＝ラン県はオ＝
ラン県を上回るに至った（表１参照）。
アルザスにおける外国人人口の内訳は１９７５―
１９９０年の１５年間で大きく変化した。１９７５年時点
での上位４大国籍者（イタリア人，スペイン人，
ポルトガル人，アルジェリア人）は外国人全体
の６０％以上を占めていたが，１９９０年にその比率
は４０％以下に低下している６）。こうした低下傾
向の一因は，フランス国籍取得者の増大にも求
められる。他方，当該期間に急増したのはトル
コ人とモロッコ人であり，前者は４．３倍，後者
は２．５倍に増加している（図２参照）。１９９０年時
点において，トルコ人はアルザス在住外国人の
最大集団を形成している。アルザスのトルコ人
は２万６４３８人に上り，同地方における外国人１２
万８６８９人の２０．５％を占めている。特にバ＝ラン
県ではトルコ人が１万７１４５人を数え，外国人全
体（６万８１９９人）の２５．１％に達している（表２
参照）。
フランス全土で見ると，１９９０年時点でトルコ
人の比率が高いのは首都圏イル＝ド＝フランス
Île-de-Franceと東部地域であり（図３参照），
アルザスにはフランスのトルコ人の１３％が住ん
でいる。アルザス内部では，マグレブ人やポル
トガル人が都市部居住の傾向にあるのに対して，
トルコ人の居住地域は都市部・農村部を問わず
に広がっている。相対的にトルコ人の比率が高
い地域はバ＝ラン県の田園地帯や小都市であり，
雇 用 圏 zones d’emploi７）で は，ア ギ ュ ノ ー
Haguenau（２．６％），セレスタ Sélestat（２．１％），
ニーデルブロン Niederbronn（２．０％）などで
ある８）。
アルザス在住トルコ人の出身地は自治体ごと
に特徴を示しているものの，全体としてはトル
コ全域にわたっている。また，渡仏以前の経済
状況に関しては，最貧層ではなく中間層に属し
ていた者が多く，渡仏動機は「貧困からの脱却」
というよりも「生活基盤の向上」という意味合
いが強い９）。ただし，他の外国人と比較して，
トルコ人の教育免状所持率は低い。１９９０年時点
で教育免状を所持しない者の比率は，フランス
人（帰化人を除く）２７．８％に対して，外国人
５９．２％だが，その中でもトルコ人は７２．６％と，
アルジェリア人の７４．４％に次ぐ高さにある（表
３参照）。また労働力人口の点から見ると，ト
ルコ人は外国人労働力人口の最大部分を構成し
（１７．１％），労働者 ouvriersの比率が８１％で最
も高い（表４参照）。外国人労働者の就業業種
としては建築業が１７％と高いが，その傾向は特
にトルコ人において顕著である。建築業就業者
の割合については，アルジェリア人やポルトガ
ル人では５人に１人が該当するのに対して，ト
ルコ人では３人に１人となっている。トルコ人
は建築業と繊維業に従事する場合が多いものの，
小売業に従事する者も見られる１０）。
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2．ある外国人労働者の履歴：
アリ・アイベルク氏の場合
次に，本稿の検討対象となるアリ・アイベル
ク氏の事例を紹介しておこう。アリ・アイベル
ク氏は１９２６年にトルコ西部ティレ・イズミル
・ ・
Tire Izmir（イズミル Izmirの南東約８０kmに位
置する地方）で生まれた。当時，実家は木綿や
ジュートの加工・販売業を営むとともに，１０ア
ールの耕地でオリーブや棉花を栽培していた。
アイベルク氏は７歳から１２歳まで地元の小学校
に通った後，２０代半ばで結婚した。氏は，小学
校時代の夏季休暇中の見習い経験（縫製業，庭
園業，塗装業，自動車修理業など）をもとに，
卒業後は様々な職種に従事していたが，１９５０年
代半ばに実家の店舗を相続して，建築用資材（塗
料や窓枠用パッドなど）の販売に乗り出した。
しかし１９７０年代初頭，納税関連の問題１１）が原因
で会社は倒産を余儀なくされる。
会社倒産を契機として，アイベルク氏は西ヨ
ーロッパへの出稼ぎを決意した。当初は同郷人
のつてを頼りに，西ドイツを目指してトルコ→
ギリシア→イタリア→フランスと進んだが，
１９７３年にバ＝ラン県のストラスブール Stras-
bourgに到着すると，バ＝ラン県を活動拠点と
することになった。氏は１９７４年から１９７５年にか
けてストラスブールで塗装業に従事した後，
１９７５年以降はアギュノー（ストラスブールの北
３０kmに位置する町）に移り住んだ。アギュノ
ーではフランス人雇主の信頼を得て，監督とし
て住宅塗装やガスボンベ塗装などの業務に携わ
った。職場では基本的にフランス人労働者と同
一の労働条件が適用された。その背景には，当
時の CGT（Confédération Générale du Travail
労働総同盟）がフランス人労働者と外国人労働
者の公平な待遇を要求していたという事情もあ
る。
当初，アイベルク氏は単身で出稼ぎに来てい
たので，トルコに残した家族に対しては毎週手
紙を書きつつ，定期的に送金を行っていた。ま
た，祖国への一時帰国のために，２年に一度，１
か月間の冬季休暇を取得した。フランスでの移
民労働者によく見られるように，アイベルク氏
もまた，アギュノーに転居して仕事が軌道に乗
ると，トルコから夫人を呼び寄せ，夫人は現地
の既製服製造工場で働き始めた。ただし３人の
子どもたちについては，トルコに残したまま高
等教育機関まで進学させた。長男はアンカラ大
学医学部を卒業して脳外科医に，次男はイスタ
ンブルの工科大学（さらにストラスブール大学
大学院工学研究科）を経て技師に，長女は建築
系の学校を卒業して高校の美術担当教員になっ
た。国父アタテュルク Atatürk以来の方針で，
トルコでは国立大学の授業料が無償化されてい
たとはいえ，父親の送金がなければ，大都市に
出て高等教育を受けることはできなかったと次
男は述懐している。
アギュノーでのアイベルク氏は社会生活面で
も積極的に活動し，現地のトルコ人コミュニテ
ィーにおいて中心的役割を果たした。氏はコミ
ューン当局やカトリック団体の支援で自宅（手
洗いなどの設備工事は自身の手で行った）と庭
地を無償提供されていたが，それらの支援をも
とに，１９８０年代以降はアギュノー仏土友好協会
の設立と運営にも関わった１２）。協会は，現地在
住のトルコ人がフランスでの生活に順応できる
ように，社会・文化活動，相互援助，情報交換
などを促進することを目的とし，そこには近隣
に住む約２００人のトルコ人労働者（主に繊維業
や建築業に従事）と家族が結集した。アルザス
におけるトルコ人コミュニティー内部の結束力
は強かったため，フランス人との良好な社会的
関係を構築する上でもアイベルク氏の役割はき
わめて重要であったと思われる。なお，１９９４年
の調査によれば，アルザスに存在する３２４のア
ソシアシオンのうち，トルコ人コミュニティー
のものが１９％を占めており，特にバ＝ラン県の
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田園地帯での活動が顕著である１３）。
おわりに
アイベルク氏は約１５年間フランスで働いた
後，１９８８年に祖国トルコに戻り，故郷に近いイ
ズミルに引退後の居を構えた。一家の歴史を概
観するならば，氏のフランスでの職業活動は成
功したといえるであろう。成功の主な要因は学
歴ではなく技術適応性・勤勉性・社交性などに
見出され，そうした能力は少年期からの多様な
実務経験の中で培われていたと思われる。フラ
ンス移民問題の視角から考えると，アイベルク
氏に関しては，学歴，渡仏前の社会階層，家族
合流などの点で，トルコ人労働者の一般的特徴
が看取されるが，最終的にフランス定住という
選択肢を取らなかった点では，典型的な移民労
働者家庭と事情が異なっている。また，フラン
スにおける非キリスト教系移民の多くは，マグ
レブ諸国を中心とする旧植民地の出身である。
旧植民地出身者と比較した場合，トルコからの
労働者はフランスに対する考え方がどのように
異なるのか。この点に関しては，オスマン帝国
やトルコ近代化との歴史的関連も念頭に置きつ
つ検討する必要があろう。
アイベルク氏に関して特筆すべきは，彼が高
等教育に対する理解と熱意を示した結果，３人
の子どもたちの職業選択や社会的上昇に多大な
影響を及ぼしたことである。子どもたちの中で
フランスに関わることになったのは，次男のイ
・
ブラヒム・アイベルク Ibrahim Ayberk氏であ
る。ストラスブール大学大学院修士課程を修了
したイブラヒム氏は，３０年間近くアルザスの建
築業界で働いた後，トルコに戻ってイスタンブ
ルとイズミルを拠点に活動している。また，氏
の一人息子ロナ・アイベルク Rona Ayberk氏
はフランスで生まれ育ち，ストラスブール大学
法学部（フランスの大学では名門学部の一つ）
を卒業後，現在はマルセイユMarseilleのユー
ロメッド・マネージメント Euromed Manage-
ment（フランスのビジネス・スクールでは十
指に入る）に在籍している。
最後に，フランスにおける移民家庭の社会的
状況を考える手がかりとして，上述したロナ・
アイベルク氏の事例を挙げておきたい。ストラ
スブール出身の彼は，フランス語とトルコ語の
いずれにも堪能で，学歴の点でもフランス社会
に完全に同化しているように見える。しかし，
彼の事例からは移民家庭には依然として職業選
択上の障壁が存在することも示唆される。スト
ラスブール大学時代，彼はフランス法曹界へ進
む道も考えていたが，やがてその閉鎖性に直面
することになった。実質的に法曹界に入り込む
ためには有力なコネが重要とされていたからで
ある。実際，同窓の法曹界志望学生たちの多く
は，法律関係者や高級官僚を親族に持っていた。
結果として，彼はフランス―トルコ間貿易に関
わる海運業での法律専門職の稀少性に着目し，
当該分野に焦点を絞ってユーロメッドへの進学
を決意した。これから彼はどのように自身の将
来を切り開いていくのだろうか。今日のフラン
スでは，従来の移民同化政策をめぐって多くの
議論が展開されているが，移民の社会的同化や
社会的成功はどの程度まで実現可能なのか。こ
うした点に関しては，さらなる詳細な分析が必
要とされるであろう。
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図１ アルザス地方の位置
図２ アルザスにおける外国人の国籍
注：アルザス Alsaceはバ＝ラン Bas-Rhin県とオ＝ラン Haut-Rhin県から構成される
出典：INSEE, Chiffres pour l’Alsace, no.３０―３１, p.１５.
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全人口に占めるトルコ人の比率（1000 人あたり） 県ごとの人数
1人未満 1～3人
4～10人 10人以上3～4人
17 150
6 400
3 100
1 550
700
図３ フランスにおけるトルコ人の地域的分布（１９９０年）
表１ 外国人の人口および人口比率
バ＝ラン県 オ＝ラン県 アルザス地方 フランス全土
外国人人口 人口比率 外国人人口 人口比率 外国人人口 人口比率 外国人人口 人口比率
１９６２年 １９９６０ ２．６％ ３２７４０ ６．０％ ５２４００ ４．０％ ２１４９８６０ ４．６％
１９６８年 ２６０４０ ３．１％ ３９４００ ６．７％ ６５４４０ ４．６％ ２６２１０８４ ５．３％
１９７５年 ４８１３５ ５．５％ ５８１５０ ９．１％ １０６２８５ ７．０％ ３４２５３００ ６．５％
１９８２年 ６１１５２ ６．７％ ６５５６８ １０．１％ １２６７２０ ８．１％ ３７１４２００ ６．８％
１９９０年 ６８１９９ ７．２％ ６０４９０ ９．０％ １２８６８９ ７．９％ ３５９６６０２ ６．３％
出典：INSEE, Chiffres pour l’Alsace, no.３０―３１, p.１５.
出典：INSEE, Chiffres pour l’Alsace, no.３０―３１, p.４４.
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表２ １９９０年のアルザスにおける国籍別外国人人口
バ＝ラン県 オ＝ラン県 アルザス地方
実数 比率 実数 比率 実数 比率
外国人 ６８１９９ １００．０％ ６０４９０ １００．０％ １２８６８９ １００．０％
うち トルコ人 １７１４５ ２５．１％ ９２９３ １５．４％ ２６４３８ ２０．５％
モロッコ人 １１３３６ １６．６％ ７６８８ １２．７％ １９０２４ １４．８％
アルジェリア人 ５６８０ ８．３％ １０７７２ １７．８％ １６４５２ １２．８％
イタリア人 ３８９６ ５．７％ １０６２０ １７．６％ １４５１６ １１．３％
ポルトガル人 ７１４８ １０．５％ ６５８４ １０．９％ １３７３２ １０．７％
ドイツ人 ４８０４ ７．０％ ２１０８ ３．５％ ６９１２ ５．４％
スペイン人 ２８０９ ４．１％ ２４５２ ４．１％ ５２６１ ４．１％
出典：INSEE, Chiffres pour l’Alsace, no.３０―３１, p.８.
表３ １９９０年のアルザスにおける国籍別教育免状所持比率（単位％）
免状なし
中等教育第一課程
修了証書
職業教育
免状
中等教育修了証書
職業証書
中等教育修了証書
＋２年
高等教育
免状
フランス人（帰化以外） ２７．８ ２２．０ ２７．５ １１．９ ６．０ ４．７
フランス人（帰化） ３７．６ ２０．７ ２０．８ １０．６ ４．６ ５．７
外国人 ５９．２ １５．５ １１．６ ５．８ ３．０ ４．８
うち トルコ人 ７２．６ １７．７ ７．０ １．６ ０．４ ０．６
モロッコ人 ６５．９ １４．３ ９．９ ４．４ １．６ ３．８
アルジェリア人 ７４．４ １０．０ ９．３ ２．７ １．２ ２．５
イタリア人 ５６．５ ２０．１ １６．８ ３．９ １．４ １．３
スペイン人 ５７．１ １８．２ １６．３ ４．５ ２．２ １．７
ポルトガル人 ６１．７ ２１．４ １３．４ ２．６ ０．６ ０．４
ドイツ人 ３６．４ １０．３ １９．９ １３．９ ８．０ １１．５
出典：INSEE, Chiffres pour l’Alsace, no.３０―３１, p.３０.
表４ １９９０年のアルザスにおける外国人労働力人口
実数 比率（％） 女性比率（％） 労働者比率（％）
外国人全体 ５４２３７ １００．０ ２９ ６６
うち トルコ人 ９２６４ １７．１ ２１ ８１
ポルトガル人 ８１７６ １５．１ ４０ ７４
イタリア人 ７３７６ １３．６ ２４ ６２
アルジェリア人 ６４０４ １１．８ ２１ ７７
モロッコ人 ５８７６ １０．８ ２４ ７８
ドイツ人 ３２２０ ５．９ ４２ ２８
スペイン人 ３００９ ５．５ ３６ ６７
出典：INSEE, Chiffres pour l’Alsace, no.３０―３１, p.３３.
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１）フランスの経済学者ジャン・フラスティエ Jean
Fourastié（１９０７―１９９０年）による表現。
２）フランスにおける移民の歴史に関しては，さし
あたり以下を参照せよ。V. Viet, La France immi-
grée : construction d’une politique, 1914―1997, Paris,
１９９８; M.-C. Blanc-Chaléard, Histoire de l’immigra-
tion, Paris,２００１; G. Noiriel, Le Creuset français.
Histoire de l’immigration, XIXe―XXe siècle, Paris,
２００６；渡辺和行『エトランジェのフランス史：国
民・移民・外国人』山川出版社，２００７年。
３）フランスは歴史的に移民同化政策を推進してき
たが，近年ではその有効性をめぐって様々な議論
が展開されている。現代フランスの移民問題に関
しては，宮島喬『移民社会フランスの危機』岩波
書店，２００６年が詳しい。
４）例えば，１９９３年時点でのトルコ人労働者数は，
ドイツ７６万６６４８人，サウジアラビア１３万人，オラ
ンダ８万５４９８人，フランス８万２６１８人となってい
る。INSEE, Chiffres pour l’Alsace, no.３０―３１, décem-
bre１９９５, p.４３.
５）調査にあたっては，アリ・アイベルク氏の次男
・
イブラヒム・アイベルク Ibrahim Ayberk氏からも
多大なるご協力を賜った。ここに感謝の意を表し
たい。
６）INSEE, Chiffres pour l’Alsace, p.１５.
７）雇用圏は「労働従事者の大半が居住・労働し，
かつ企業が必要労働力の主要部分を調達するよう
な地理的空間」と定義される。
８）INSEE, Chiffres pour l’Alsace, pp.１２―１３,４２―４５.
９）INSEE, Chiffres pour l’Alsace, pp.４４―４５.
１０）INSEE, Chiffres pour l’Alsace, pp.３４,４２.
１１）この問題をめぐる裁判では，後にアイベルク氏
側の勝訴が確定したが，十分な補償は得られなか
った。
１２）フランスでは，１９８１年１０月９日の法律によって
アソシアシオン結成が外国人にも自由化されると，
外国人のアソシアシオン活動が活発化することに
なった。
１３）INSEE, Chiffres pour l’Alsace, p.５３.
（本研究は平成２３年度専修大学特別研究員（特例）
の研究成果の一部である。）
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